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令和２年４月 臨時教育委員会 議事録   

 

令和２年４月２８日(火) 午前９時から山梨市役所４０１会議室に召集された。 

 

会議日程 

 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 議事 

① 新型コロナウイルス感染症防止への対応について  

② 学校の臨時休業期間中における感染拡大防止に係る教職員の勤務について 

③ ゴールデンウイーク中の学校における相談体制について 

④ 多忙化改善対策について 

⑤ 教育課程実施について 

⑥ その他 

 

４ 閉会 

 〇出席者 

  教育長           澤田 隆雄 

  教育長職務代理者      武井  茂 

委員            林  正文 

  委員            三森 智文 

  委員            佐野 千春 

 〇欠席者 

  なし 

 

 〇事務局職員出席者 

  学校教育課長        竹川 一郎  

  学校教育担当リーダー    宮本 貴光  

  学校教育担当指導主事    岩下 秀人 

  

 〇議事録作成者  

  書記            上野 治美 

 

３ 議事の内容 



  司会 竹川課長    議事の進行を教育長お願いします 

教育長 

① 新型コロナウイルス感染症防止への対応について事務局から説明をお願いしま

す。 

 竹川課長 

  ・臨時休業延長に伴う学校関連スケジュ―ルについてですが、ご協議いただき決定  

したいと思います。昨日、市長打ち合わせを行い今後のスケジュールの確認をいた 

しました。今日午後、臨時県議会・知事記者会見が開催されることを前提に今後の  

話をさせていただきます。休業延長の要請がでると予想され、本日、山梨市での対 

応をどうするか協議し決定していただきたいと思います。多数の保護者から、多数 

早めの休校に関する情報をもらいたいとお話があり、臨時教育委員を開催し決定す 

ることとしました。今後の学校での受入れについては、学校で 1 年から 6 年生まで 

の受入れを実施、学童クラブでは午後 2 時からの預かりとなります。学童クラブに 

行ってない児童につきましては、午後 4 時 30 分までの受入れとなります。次に安 

全対策ですが、休日の過ごし方の指導は、電話や家庭訪問も合わせて実施し、職員 

も学区内の巡回を行っています。また、子供が家にいる時間が長いということで、 

子供 110 番の家、区長にも見守りをお願いする予定です。本日、職員による青パト 

の巡回が開始し、5 月 1 日からはスクールバスの委託業者による市内巡回及び見守 

りを行う予定です。 

これらは休業期間中実施。次に学習の準備については、プリント等課題の配布と合 

わせてＣＡＴＶの放送が昨日から開始されております。延長期間に合わせて放送も 

2・３・４回の番組を予定しています。また、5 月 12 日から、学校図書貸出につい 

て実施していきたいと考えております。 

給食については、市内小中学校の児童生徒 5～７月分相当（６０食分）を無料、市 

外に通学している児童生徒にも、同じように補助を考え通知する予定です。 

以上となります。 

教育長 

 ・臨時休業延長に伴うスケジュール等について、質問がありましたらお願いいたし 

ます。 

 三森委員 

  ・新型コロナウイルス感染症の関係で、児童生徒の問題点があれば教えていただき 

たい。 

 岩下指導主事 

  ・特別問題が起きた情報は教育委員会に報告がきていません。 

 



 

 三森委員 

  ・濃厚接触者等については問題なかったか。 

 竹川課長 

  ・休業期間中は１通再延長のお願いのメールだけで、その他意見はきていません。  

 林委員 

  ・ＣＡＴＶについていいことだが、時間がもう少し長くできるといい。生活リズム  

が整うよう授業の教科がもう少し増えるといいと思う。 

 武井委員 

  ・１年生に対しては難しいと思う。対応を工夫していくといい。 

 岩下指導主事 

  ・ＣＡＴＶの放送内容ですが、３回目からはその他の教科も考えていく予定です。 

三森委員 

  ・山梨市として県の方針が出てからだと思うが、学校休業延長をどの程度考えてい 

るか、教えていただきたい。 

 竹川課長 

  ・保護者の心配している声があるので、５月末までがいいかと考えています。 

 教育長 

  ・国で今週、緊急事態宣言の解除があれば変わってくると思う。感染予防も考え、 

学校再開を考えていきたいと思います。 

 武井委員 

  ・学校現場や子どものことを考え学校再開をと思う。 

教育長 

  ・県の動向もありますが、それを踏まえ決めていくことでいいですか。 

教育委員  

  ・賛成 

 教育長 

 みなさん賛成していただきました。 

次に② 学校の臨時休業期間中における感染拡大防止に係る教職員の勤務について 

  ・県より在宅勤務について昨日通知があり、7 割取得の指示がきております。山梨 

市でも 6 割から 7 割を考えていきたい。まん延防止休暇取得についても対応をして 

いきます。以上です。 

  このことについて、何かありますか。 

  無ければ③ゴールデンウイーク中の学校における相談体制について事務局からお

願いします。 



   

 竹川課長 

  ・昨日県から通知がきました。4 月 29 日・5 月 2 日から 6 日までの期間職員が勤務

し、保護者からの相談に対応する内容です。通常ですと学校がお休みですが非常事

態ですので、山梨市として対応すべきか協議をお願いいたします。 

林委員 

  ・臨時の対応ですので、実施したほうがいい。 

武井委員 

  ・教員が対応する内容は、様々だと思うが。 

教育長 

  ・いろいろなことの相談を考えている。 

休日ですが、学校に職員が勤務することで決定してよろしいでしょうか。 

教育委員 

  賛成 

 教育長 

 賛成していただきましたので、次に④多忙化改善対策について⑤教育課程実施につ 

いて事務局からお願いします。 

 岩下指導主事 

  ・山梨市多忙化改善対策委員会の、委員長八幡小雨宮校長と副委員長笛川中学校石

田教頭先生・教育長と打ち合わせを行いました。教育職員の業務量の適切な管理等

に関する指針が今年度より施行され、本市でもこの指針に基づき、上限時間を 1 ヵ

月 45 時間以内、1 年間 360 時間とし、今後について検討しました。勤務時間につ

いて、校務支援システムで各学校のすべての教育職員の在校時間を把握し、翌月教

育委員会に報告。校長先生が各学校の職員の勤務時間の管理を行います。昨年度県

からの通知を受け、多忙化改善に向けた取組の評価をしました。今年度も昨年度と

同様に取り組んでいきたいと考えております。人事評価の自己観察書「学校運営へ

の参画」の項目に、多忙化改善に向けて取り組むか記入し、管理職から指導助言を

もらいます。以上です。 

 教育長 

  県で条例を改正しました。それを受け山梨市でも条例を改正し取り組んでいきます。 

    夏休みについて、勤務体制を見直し、残業時間がオーバーした職員については、校

長先生からの指導をお願いしたいと考えています。 

また、中学校の部活の対応人についても管理し把握したいと思っています。 

  次に⑤教育課程の実施について事務局お願いします。 

 岩下指導主事 

  ・昨年度末の未履修時間と単元についてです。昨年度まとめていただいた集計です。 



  その他、今年度 4 月・5 月の部分もプラスし対応を考えていきたいと思います。 

  6 月スタートから考えると、どう対応するか一番の問題となります。校長会で、今 

  後の予定等を各学校で現状把握してもらいまとめ、教務主任を集め検討していく 

  予定です。国や県からマニュアルが示されると思いますが、それでは遅いので、 

市として進めていきたいと考えています。 

 武井委員 

  ・教職員、自分たちで考えて学校長中心に教育課程について決めた方がスムーズだ  

と思う。年間時数の確保には、子供の精神的ストレスも考えて提案してほしい。 

山梨市の教育は、各学校で主体性を持つことがいいと思う。 

 教育長 

  ・各校の特色や、市の方向性を含め考えていく。まずは、各学校の教務主任を中心  

  に考えたいと思う。    

 林委員 

  ・夏休みを短く、土曜日の登校はどうか。 

 教育長 

  ・6 月からの再開で考えると夏休みや祝日等調整し、時数が確保できると思うが、 

それ以上臨時休業が伸びると難しいと思っている。今後の状況で対応していく。 

 武井委員 

  ・詰め込み授業は子どものストレスを考えてもよくないと感じる。 

 林委員 

  ・小学校の授業は 6 時間か。7 時間は大変か。 

 教育長 

  ・小学校では、短縮授業で 7 時間を考えると 10 分程度増えるだけだと思う。 

 林委員 

  ・詰め込み教育になる。教育職員の負担も大きいと感じる。 

 三森委員 

  ・休業が 6 月を過ぎると大変だと説明がありましたが、今後のことをシュミレーシ 

ョンし対応を考えていますか。早めの対応が必要だと思いますがどうでしょうか。 

  ・教育の詰め込みもある程度、保護者に理解してもらい進めていくことも考え、進  

めなくてはならないと思います。どう乗り切るか重要なことだと思います。 

 林委員 

  ・大変な事態だ。この事態をどう乗り切るか重要だと思う。 

 武井委員 

  ・6 月以降まだ休業が続く場合は、分散登校させるべきだ。6 月以降は対応が難し 

いと思う。 

 



 三森委員 

  ・3 月の未履修単元は、まず授業を優先するのか。 

  

教育長 

  ・そうです。まずは未履修を優先し授業を行います。今後の状況を踏まえ対応を 

していきたいと思います。 

  ・今後の教育課程については、6 月からの状況を見て進めていきたいと思います。 

  では次に⑥その他ですが何かありますか。事務局からお願いいたします。 

 上野 

  ・今後の予定ですが、次回 5 月 19 日 臨時教育委員会 5 月 21 日 峡東地区教育 

委員会連合会総会 5 月 29 日予定しています。詳しいことは次回定例教育委員会で 

お知らせします。以上です。 

 教育長 

  その他にありませんか。 

 

  無いようですので、これで議事を終了します。 

 

議事終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


